
 

    令和４年１０月２７日 
   生活文化スポーツ局 

 
 

令和３年度における都内私立学校の児童生徒の問題行動・不登校等の実態 

 

１ 調査の概要 
 

   本調査は、文部科学省が全国の小学校、中学校、高等学校（全日制・定時制・通信制）及び特別支援学

校を対象に、令和３年度（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）における「暴力行為」、「いじめ」、「長

期欠席」及び「高等学校における中途退学者等」等の実態把握のため実施したものである。 

このうち、東京都内の私立学校分を取りまとめたものは、以下のとおりである。  

 

 ＜調査対象＞ 

  私立小学校      ５５校（児童数   ２５，６０７人） 

  私立中学校     １８７校（生徒数   ７８，４７４人） 休校含む。 

  私立高等学校    ２４１校（生徒数 １８０，６０６人） 休校含む。 

  私立特別支援学校    ４校（児童生徒数   １５６人） 

※ 学校数及び児童生徒数は、令和３年度学校基本調査（令和３年５月１日現在）による。 

ただし、「５ 私立高等学校における中途退学者数等の状況」については、令和３年４月１日現在の高

等学校（全日制・定時制・通信制）の生徒（生徒数 １８０，７３９人）が対象である。 

 

２ 主な調査結果 ※カッコ内は前年度数値 

（１） 私立小学校、中学校及び高等学校における暴力行為の状況   【資料の１（３頁）参照】 

令和２年度に比べ、暴力行為の発生件数は小学校、中学校及び高等学校において増加している。 

暴力行為は、小学校１２校で６３件（３４件）、中学校４１校で１２１件（９８件）及び高等学校３３校で７４件 

（６５件）発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本調査における「暴力行為」とは、「自校の児童生徒が、故意に有形力（目に見える物理的な力）を加

える行為」をいい、被暴力行為の対象によって、「対教師暴力」（教師に限らず、用務員等の学校職員も

含む。）、「生徒間暴力」（何らかの人間関係がある児童生徒同士に限る。）、「対人暴力」（対教師暴力、

生徒間暴力の対象者を除く。）、学校の施設・設備等の「器物損壊」の四形態に分けている。 

【問合せ先】 

生活文化スポーツ局私学部私学行政課  

電話 ０３－５３８８－３１９４ 
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（２） 私立小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校におけるいじめの状況 【資料の２（４、５、６頁）参照】 

      令和２年度に比べ、いじめの認知件数は中学校、高等学校において増加し、小学校において減少し

ている。 

いじめは、小学校２６校で２９６件（３１７件）、中学校５５校で１８６件（１１５件）、高等学校４４校で１２７件

（１００件）、特別支援学校０校で０件（０件）認知している。 

いじめの発見のきっかけとしては、「アンケート調査など学校の取組により発見」が１番多く３０２件、２

番目に「本人からの訴え」１３２件、３番目に「当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え」７８件となって

いる。 

いじめの態様については、「冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる」が３８１件と

最も多く、次に「仲間はずれ、集団による無視をされる」１７０件、「軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてた

たかれたり、けられたりする」１５０件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 私立小学校、中学校及び高等学校における長期欠席の状況   【資料の３、４（１１、１３頁）参照】 

    令和２年度に比べ、長期欠席者数は小学校、中学校及び高等学校において増加している。 

令和３年度の長期欠席者数は、小学校で８７０人（２７２人）、中学校で２，９８６人（２，００４人）となってい

る。 高等学校は、４,４８４人（２，３１４人）で、全日制４,４４３人（２，２８１人）、定時制４１人（３３人）となって

いる。 

 

 

 

 

 

（４） 私立高等学校における中途退学者数等の状況   【資料の５（１５、１６頁）参照】 

令和２年度に比べ、退学となった生徒数は全日制及び通信制において増加している。 

退学者数は２，６８６人で、全日制は２，３６５人（１，６９２人）、定時制は１６人（１６人）、通信制は３０５

人（１５３人）である。 

 

（５） 私立小学校、中学校及び高等学校における自殺の状況   【資料の６（１６頁）参照】 

     令和３年度の自殺者数は１２人で、小学校は０人、中学校は３人、高等学校は９人である。 

 

 

 

 

 

 

※ 本調査において、個々の行為が「いじめ」にあたるか否かの判断は、表面的・形式的に行うことなく、い

じめられた児童生徒の立場に立って行うものとされている。「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児

童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心

理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行

為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの」である（いじめ防止対策推進法）。なお、起

こった場所は学校の内外を問わない。 

※ 本調査における「長期欠席者数」とは、令和３年度間（令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの１年

間）に「病気」、「経済的理由」、「不登校」、「新型コロナウイルスの感染回避」等により連続又は断続して３０

日以上欠席した児童生徒をいう。 
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１　私立小学校、中学校及び高等学校における暴力行為の状況

（１） 暴力行為の発生状況

55 12

187 41

241 33

※表中の（　）内は前年度数値

（２） 対教師暴力の状況

7

3

1

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、

　「加害児童生徒数」欄が加害児童生徒数／発生件数

（３）　生徒間暴力の状況

9

36

26

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、

　「加害児童生徒数」欄が加害児童生徒数／発生件数

（４） 対人暴力の状況

1

0

2

※表中の（　）内は､「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、

　「加害児童生徒数」欄が加害児童生徒数／発生件数

（５） 器物損壊の状況

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、

　「加害児童生徒数」欄が加害児童生徒数／発生件数

（3.7%）

高等学校

55

187

12

加害児童生徒数
（人）

（0.58 ）（0.60 ）

1

（0.21 ） 57 （1.12 ）

発生件数
（件）

加害児童生徒数
（人）

（0.02 ）

0.65 （0.52） 

0.31 （0.27） 

（0.02 ）

（0.45 ） 9 （0.36 ）

（16.0%）

小学校

13.7% （12.0%）

21.8% （16.4%）

121

74

中学校 （30） 21.9%

資　　料

発生率（％）
Ｂ/Ａ×100

発生件数（件） １校あたりの件数（件）　　 　    項目
  校種 Ｃ/ＡＣ

学校総数（校）

187

小学校

学校総数
（校）

55

（19.3%）

　　 　    項目
  校種

高等学校 241

学校総数
（校）

（10.8%）

（29）

（12.7%） 25

高等学校 241

小学校

高等学校

　　 　    項目
  校種

学校総数
（校）

中学校

　　 　    項目
  校種

中学校

高等学校 241

小学校 55

中学校 187

187

1.15 （0.62） 63 （34）

（98）

（0.85 ）

（1.00 ）

0 （0.00 ）

（65）

（0.00 ）

（16.4%） 33

3 （0.75 ）

発生学校数
（校）

4

1

19

（0.4%）

106 （0.57 ） 102 （0.96 ）

（1.00 ）

12 （1.09 ）

1

51

発生件数
（件）

7

2

加害児童生徒数
（人）

（1.00 ）

発生学校数
（校）

発生件数
（件）

加害児童生徒数
（人）

55

発生学校数
（校）

（1.8%） 1

発生学校数（校）
Ｂ

（55） （9）

発生件数
（件）

学校総数
（校）

（0.8%） （0.01 ）

（188）

（5.0%）

4

（0.0%）

2

0 （0.00 ）

Ａ

241

　　 　    項目
  校種

小学校

中学校

（1.6%）

発生学校数
（校）

（7.3%）

（241）

20 （0.08 ） 17

4 （0.07 ） 4 （1.00 ）

11 （0.06 ）
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（６） 暴力行為の学年別加害児童生徒数

3 4 3 4 7 5

63 34 17

28 39 9

※表中の（　）は、該当する加害児童生徒数／加害児童生徒校種別総数×100

２　私立小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校におけるいじめの状況

（１） 「いじめ」の認知状況等

※表中の（　）内は前年度数値

※高等学校においては、全日制校、定時制校、通信制校は１校、全定併置校や通信制併設校等は全日制、定時制、通信制それぞれ１校としている。

（２） いじめの現在の状況

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（51.3%）（36.8%）

中学校 （55.3%）

　　　　　　　　   　　　　　　　　校種
  項目

　　 　    項目
  校種

高等学校

小学校

１年生 2年生 3年生

（11.5%） （15.4%）

（1）

（0.6 ）

（22.3%）

（19.2%）

16.8%

（0.0 ）

508

1

（16.0%）

1.20.5 （0.4 ）

262 （262）

125

（1.0 ）

24.6%

0 （0） 4

中学校 高等学校 特別支援学校 計

0.0

（103）

609 （532）

（6）

4 （4）

0 （0）

（509）

（20.2%）

0 （0）

0.0% （0.0%）

（4）

Ｃ

（188）

（42）

Ａ

認知件数（件）

認知学校数（校）

55 （55）

Ｂ

学校総数（校）

Ｂ/Ａ×100

55 44 （42）

296 （317） 127 （100）（115）

（19）

（単位：件）

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　         校種
　項目

445

（73.1%）（89.8%） （0.0%）

計

解消しているもの
（58.8%）

高等学校

57

13

0

0

（0.0%） （9.4%）

（0.0%） （2.1%）

特別支援学校

174 157 114 0

中学校

5

（3.9%）

その他（他校への転学、退学等）
（3.9%）

14

83 8 3
解消に向けて取組中

いじめを認知してから３か月以上経
過しているもの

いじめを認知してから３か月経過し
ていないもの

Ｃ/Ａ

47.3% （34.5%）

3

（0.3%）

１校当たりの件数（件）

認知学校率

警察に相談・通報した件数（件）　

71

（3.8%）

小学校

（7.5%）

38

（12.8%）

5

（29.8%）

5.4 （5.8 ）

29.4%

0 （1）

小学校

187

186

26

（単位：人）

（11.8%）

（11.5%）

（14.9%）

（26.9%）（15.4%）

4年生 5年生 6年生

0 94

（28.0%） （4.3%） （2.4%） （0.0%） （15.4%）

1.0

（84.4%）
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（３） いじめの認知件数の学年別内訳

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

※令和３年度分調査から、男女別の項目が削除された

（４） いじめの発見のきっかけ

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

計

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

計

（単位：人）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

計

（0.0%） （57.3%）

（26.4%） （70.4%） （40.2%） （0.0%） （42.7%）

その他（匿名による投書など）

学校の教職員等が発見
（73.6%）

内
　
訳

学級担任が発見

学級担任以外の教職員が発見
（養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員を除く）

養護教諭が発見

スクールカウンセラー等の相談員が発見

アンケート調査など学校の取組により発見

13

0

学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報

学校の教職員以外からの情報により発見
51 0 260

36 69 27 0 132

0

本人からの訴え

78 131

内
　
訳

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え

児童生徒（本人を除く）からの情報

保護者（本人の保護者を除く）からの情報

地域の住民からの情報 0

204 38 60 0 302

28

8

7 15 8 0

1 0 0

0 0 0

296 186 127 0 609

0 0

0

78

30

18

1

2 0

3 0

2

0 0 1 0 1

1

12 038

7

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　          校種
 　区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

（単位：件）

61 （20.6%）

27 （9.1%）

（4.7%） 0 （0.0%）

53 （17.9%）

（35.4%） 0 （0.0%）

59 （19.9%） 27 （14.5%） 6

44 71（14.9%）

（47.3%）（17.6%） （59.8%） 0 （0.0%）

（100.0%）

218 55 76 0 349

127 （100.0%）

（38.2%） 45

26

296 （100.0%） 186 （100.0%） （0.0%）

88

（29.6%） （59.8%）

609

　　　　　　　　　　　　　         校種
 　学年

1 5 10

10 3

0

76

６年生

52

2

0 16

0 0 3
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（５） いじめられた児童生徒の相談の状況

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（６） いじめの態様

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（0.0%） （53.7%）

誰にも相談していない

327

その他の人（地域の人など）に相談

（単位：件）

（0.0%） （0.5%） （0.8%） （0.0%）

（単位：件）

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　          校種
 　区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

144 102

（27.4%） （77.4%） （80.3%）

0

（4.8%） （1.6%）

（38.7%） （18.9%）

0

学級担任以外の教職員に相談
（養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員を除く）

18 31 14

（6.1%） （16.7%） （11.0%）

学級担任に相談
81

0 63

（0.0%） （10.3%）

（2.4%）

0 18

（0.0%） （3.0%）

41

養護教諭に相談
7 9 2

（2.4%）

0

（0.0%） （6.7%）
スクールカウンセラー等の相談員に相談

21 17 3

（7.1%） （9.1%）

学校以外の相談機関に相談（電話相談やメール等も含む）
5 3 2

（1.7%） （1.6%） （1.6%）

0 10

（0.0%） （1.6%）

（8.7%）

0 335

（0.0%） （55.0%）

38

保護者や家族等に相談
239 72 24

（80.7%）

0

（0.0%） （6.2%）
友人に相談

8 19 11

（2.7%） （10.2%）

0 7 6

（0.0%） （3.8%） （4.7%）

0 13

（0.0%） （2.1%）

1 1

（0.3%）

0 2

計
379 303 165

（128.0%） （162.9%） （129.9%）

0 381

0 847

（0.0%） （139.1%）

　　　　　　　　   　　　　                                    　　校種
     区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる
206 110 65

（69.6%） （59.1%） （51.2%） （0.0%） （62.6%）

仲間はずれ、集団による無視をされる
111 34 25 0 170

（37.5%） （18.3%）

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られたりする
107 33 10

（36.1%） （17.7%） （7.9%）

0 150

（0.0%） （24.6%）

（19.7%） （0.0%） （27.9%）

53

（0.0%） （8.7%）
ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする

43 8 2

（14.5%） （4.3%） （1.6%）

5 2

（5.7%） （2.7%） （1.6%）

0

（7.1%）

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする
42

（14.2%）

0 24

（0.0%） （3.9%）
金品をたかられる

17

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされる
16

15 24

8 9

（5.4%） （20.4%）

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする
21 0 60

（8.1%） （18.9%） （0.0%） （9.9%）

（4.8%） （6.3%）

（4.3%）

38

（0.0%） （9.7%）

0 82

（194.9%） （139.8%）

その他
14 9

（7.1%）

28

（22.0%）

8

（4.7%）

0 59

計
577

（0.0%）

0

（0.0%）

260 173 0

（136.2%） （0.0%） （165.8%）

（13.5%）

31

（5.1%）

1,010

―　６　―



（７） いじめる児童生徒への特別な対応

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（2.1%）
自宅学習・自宅謹慎

－ － 13 0 13

－ － （10.2%） （0.0%）

－ （0.0%）

（0.0%） （1.0%）

0 1

（0.2%）

0 9

3 0 6

（0.0%） （0.0%）

0

70

出席停止
0 0 － － 0

（0.0%） （0.0%） －

（11.3%）

校長、教頭が指導
18 34 18

スクールカウンセラー等の相談員がカウンセリング
16 31 22

（5.4%） （16.7%） （17.3%） （0.0%）

（11.5%）

特別支援学校 計

0 69

　　　　　　　　   　　　　                                 　　校種
     区分

小学校 中学校 高等学校

0

（10.8%）
別室指導

10 34 22

（単位：件）

（6.1%） （18.3%） （14.2%） （0.0%）

学級替え
0 11 3

0 66

（3.4%） （18.3%） （17.3%） （0.0%）

0 14

（0.0%） （5.9%） （2.4%） （0.0%） （2.3%）

1

その他

（0.0%） （0.5%）

0 3

停学
－ － 9

（0.0%） （1.6%） （2.4%）

退学・転学

懲戒処分としての退学
0

－ － （7.1%） （0.0%） （1.5%）

（0.0%） （6.4%）

39

（0.3%） （16.7%）
訓告

1 31 7

（42.5%）
保護者への報告

85 122 52

0

（5.5%）

259

（65.6%） （40.9%）

いじめられた児童生徒やその保護者に対する謝罪の指導
19 92 50

0

（6.4%） （49.5%） （39.4%） （0.0%）

（28.7%） （0.0%）

0 161

（26.4%）

関係機関等
との連携

警察等の刑事司法機関等との連携
0 2

児童相談所等の福祉機関等との連携
1

2 0 4

（0.0%） （1.1%） （1.6%） （0.0%） （0.7%）

0 2

（0.3%） （0.5%） （0.0%） （0.0%） （0.3%）

01

（0.0%） （0.5%） （0.8%） （0.0%） （0.3%）

10

（0.3%）
その他の専門的な関係機関との連携

0 2 0

1 0

0

病院等の医療機関等との連携
2

（0.0%）
地域の人材や団体等との連携

0 0 0

2

（0.0%） （1.1%） （0.0%） （0.0%）

計
150 365 202

0 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

0 717

（50.7%） （196.2%） （159.1%） （0.0%） （117.7%）

―　７　―



（８） いじめられた児童生徒への特別な対応

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（９） 学校におけるいじめの問題に対する日常の取組

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する校数/校種別学校総数×100

273

18

0 126

（13.2%）

（3.5%）

（0.0%）

3

2

119 0

143 0

（2.7%） （0.0%）

（69.5%）

（13.4%）

（21.8%） （36.4%）

0 67

68

27

9

93

7

（3.6%）

（25.6%） （0.0%） （24.8%）

141

（72.0%）（75.4%）

182

67

366

（34.1%）

（58.3%）（50.0%）

0

0 173

76

296

135

（25.2%）

171

中学校

132

（単位：校）

計

（71.1%）

（0.0%） （26.6%）（26.7%）

（70.6%）

361

　　　　　　　　   　　　　                                 　　校種
     区分

職員会議等を通じて、いじめの問題について教職員間で共
通理解を図った

いじめの問題に関する校内研修会を実施した

49

小学校

（89.1%）

19

12 0 63

（9.4%）

162

40

0

（0.7%）

4 0

高等学校

（67.9%） （50.0%）

0

0

特別支援学校

1

（0.0%）

178

別室の提供や常時教職員が付くなどして、心身の安全を確保
（7.8%）

緊急避難として欠席
1

136

（43.1%）

50 66

113

3

　　　　　　　　   　　　　                                 　　校種
     区分

小学校 中学校

（7.4%）
スクールカウンセラー等の相談員が継続的にカウンセリング

22 29

（単位：件）

特別支援学校 計

（10.3%）

高等学校

（0.0%）

（0.0%）

24 0 7523

（15.1%） （18.9%）

28

（15.6%）

（1.1%）

3

0

（12.3%）

3 8

（0.0%） （2.2%） （0.8%） （0.0%） （0.8%）

50

（1.6%）

4

71

当該いじめについて、教育委員会と連携して対応

学級担任や他の教職員等が家庭訪問を実施

学級替え
0

（0.0%） （2.2%）

0

（0.8%）

46

（35.4%）

0

計

（0.0%） （1.6%）

（15.5%） （38.2%）

児童相談所等の関係機関と連携して対応（サポートチームなども含む）

（0.0%）

0

27

（34.5%）

（26.6%）

0

45

0

（0.0%）

0

（78.2%）

（81.8%）

43

（49.1%）

（9.1%）

2

0

（29.0%） （75.0%）

（35.5%）

（14.4%）

スクールカウンセラー、相談員、養護教諭を積極的に活用し
て教育相談体制の充実を図った

2

道徳や学級活動の時間にいじめにかかわる問題を取り上
げ、指導を行った

児童・生徒会活動等を通じて、いじめの問題を考えさせたり、
児童・生徒同士の人間関係や仲間作りを促進したりした （34.8%）

65

（72.7%）

51

45

（54.6%） （0.0%）

（4.8%）

教育相談の実施について、学校以外の相談窓口の周知や
広報の徹底を図った

学校いじめ防止基本方針をホームページに公表するなど、
保護者や地域住民に周知し、理解を得るよう努めた

ＰＴＡなど地域の関係団体等とともに、いじめの問題について
協議する機会を設けた

いじめの問題に対し、警察署や児童相談所など地域の関係
機関と連携協力した対応を図った

12

5

8

20 110

289
計

学校いじめ防止基本方針が学校の実情に即して機能してい
るか点検し、必要に応じて見直しを行った

35 86

（36.4%） （58.8%）
インターネットを通じて行われるいじめの防止及び効果的な
対処のための啓発活動を実施した

2,391

240

938

（525.5%） （501.6%） （441.6%）

1,157 7

（47.2%）

0

（0.0%）

7

（0.3%）

（470.7%）（175.0%）

（53.7%）

（63.6%） （46.0%） （45.4%） （0.0%）

（0.0%）

35

（33.7%）

（14.5%） （27.3%）

（0.0%）

（0.0%）

4

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

（3.1%）

1

（1.3%）

（2.4%）

（0.0%）

165

（32.5%）
学校いじめ防止基本方針に定めているとおり、いじめ防止等
の対策のための組織を招集した

24

（43.6%）

63

（33.7%）

78

（29.8%）

―　８　―



（10） いじめの日常的な実態把握のために、学校が直接児童生徒に対し行った具体的な方法について

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する校数/校種別学校総数×100

（27.0%）

計

（単位：校）

高等学校 特別支援学校

いじめを認
知した学校

いじめを認
知していな
い学校

いじめを認
知した学校

いじめを認
知していな
い学校

いじめを認
知した学校

いじめを認
知していな
い学校

いじめを認
知した学校

いじめを認
知していな
い学校

（3.6%）

（29.1%）

アンケート調査の実施

　　　　　　　　　　　　　　  　　校種
　区分

小学校 中学校

（16.4%）

2 1

調査
方法

記名式

年４回以上

実施
頻度

（1.8%）

16 9
年２～３回

（5.5%）

年１回

家庭訪問

「個人ノート」や「生活ノート」といった
ような教職員と児童生徒との間で日常
的に行われている日記等

個別面談の実施

記名・無記名の
選択式

（7.3%） （7.3%）

学校で記入

持ち帰って記入

無記名式

（26.7%）
計

その他
（1.8%） （5.5%）

3 8

（1.6%） （4.3%） （0.8%）

いじめを認
知した学校

いじめを認
知していな
い学校

（38.2%）

21 11

（20.0%）

40 72

（21.4%） （38.5%）

3 1

30 38

1 2

15 6

（27.3%） （10.9%）

（1.8%）

4 4

2 3

（3.6%） （5.5%）

20 10

13 19

（23.6%） （34.5%）

（36.4%） （18.2%）

1 2

（1.8%） （3.6%）

9 16

（16.4%） （29.1%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

1 3

9 32

（4.8%） （17.1%）

（16.0%） （20.3%）

（0.5%） （1.1%）

27 42

（14.4%） （22.5%）

7 24

8 8

（3.7%） （12.8%）

15 20

（8.0%） （10.7%）

（4.3%） （4.3%）

30 55

（16.0%） （29.4%）

40 83

（21.4%） （44.4%）

12 34

（6.4%） （18.2%）

2 3

（1.1%） （1.6%）

34 106

（13.0%） （40.5%）

7 42

（2.7%） （16.0%）

26 60

（9.9%） （22.9%）

1 4

（0.4%） （1.5%）

22 53

（8.4%） （20.2%）

40

9 40

（3.4%） （15.3%）

7 13

（9.2%）

29 133

（4.6%） （15.3%）

（2.7%） （5.0%）

24 72

（27.5%）

12

（11.1%） （50.8%）

4 32

（1.5%） （12.2%）

1 5

（0.4%） （1.9%）

2 12

（4.6%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

0 0

0 0

（0.0%） （0.0%）

（0.0%） （0.0%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

0 3

（0.0%） （75.0%）

0 1

（0.0%） （25.0%）

0 0

（0.0%） （0.0%）

0 1

（0.0%） （25.0%）

95

（18.7%）

72

64

17

（5.5%）

189

（37.2%）

18 75

（3.5%） （14.8%）

107

（14.2%） （21.1%）

5 7

（1.0%） （1.4%）

28 62

101

（12.6%） （19.9%）

20 68

（3.9%） （13.4%）

（14.6%）

82 238

（16.1%） （46.9%）

（12.2%）

24

（3.3%） （4.7%）

74 137

25 83

（4.9%） （16.3%）

3 8

（0.6%） （1.6%）

6 24

（1.2%） （4.7%）

（125.0%）

44

（80.0%）

49

（89.1%）

97

（51.9%）

200

（107.0%）

70

回答
方法

211

（41.5%）

542

（106.7%）

288

（109.9%）

0

（0.0%）

5

―　９　―



（11） いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する「重大事態」の発生件数

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

1 13 6 0 20

1 15 6 0 22

0 10 3 0 13

0 2 1 0 3
0 1 1 0 2
0 7 1 0 8
0 0 0 0 0

うち、調査の結果、い
じめが確認されたも
の

0 5 0 0 5

うち、調査の結果、い
じめが確認されな
かったもの

0 3 1 0 4

0 2 2 0 4

1 10 3 0 14

うち、調査の結果、い
じめが確認されたも
の

0 8 3 0 11

うち、調査の結果、い
じめが確認されな
かったもの

1 0 0 0 1

0 2 0 0 2

1 15 6 0 22

0 10 3 0 13

1 10 3 0 14

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

法第２８条第１項第２号に規定する「重大事態」の発
生件数（単位：件）

（単位：人）

※法第28条第１項第１号に規定する「重大事態」は「いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めると
き」、同項第２号に規定する「重大事態」は「いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると認める
とき。」である。

※　「重大な被害の態様」については、最も重大と考えられるものを回答。

※いじめ防止対策推進法第２８条第１項第１号及び同第２号の両方に該当する場合は、それぞれの項目に回答。

調査状況

調査済みの件数

「重大事態」の発生件数のうち、当該学校の設置者（当該学校以
外）が調査主体となった件数（単位：件）

法第２８条第１項第１号に規定する「重大事態」の発
生件数（単位：件）

法第２８条第
１項に規定す
る「重大事態」
のうち、法第３
０条第２項及
び法第３１条
第２項に規定
する調査の結
果について調
査（再調査）
を行った件数

地方公共団体の長等において調査の結果について調査（再調
査）を行った件数（単位：件）

法第２８条第１項第１号に規定する「重大事態」の発
生件数（単位：件）

法第２８条第１項第２号に規定する「重大事態」の発
生件数（単位：件）

法第２８条第１項第２号に規定する「重大事態」の発
生件数（単位：件）

区分

法第２８条第１項第１号に規定する「重大事態」の発生件数
（単位：件）

調査中の件数

法第２８条第１項に規定する「重大事態」が発生した学校数（単位：校）

法第２８条第１項に規定する「重大事態」の発生件数（単位：件）

重大な被害
の態様

生命

身体

精神

金品等

法第２８条第１項第２号に規定する「重大事態」の発
生件数（単位：件）

法第２８条第
１項に規定す
る「重大事態」
の調査主体

「重大事態」の発生件数のうち、当該学校が調査主体となった件数
（単位：件）

法第２８条第１項第１号に規定する「重大事態」の発
生件数（単位：件）

法第２８条第１項第２号に規定する「重大事態」の発生件数
（単位：件）

調査状況

調査済みの件数

調査中の件数

法第２８条第１項第１号に規定する「重大事態」の発
生件数（単位：件）

「重大事態」の発生件数のうち、調査主体を検討中の件数
（単位：件）

0 8 1 0 9

1 8 3 0 12

分類

区

―　１０　―



３　私立小学校及び中学校における長期欠席の状況

（１） 長期欠席の状況

※表中の（　）内は、該当する児童生徒数/長期欠席者数×100

（２） 学年別長期欠席理由

（３） 不登校の要因

※「区分」の回答は主たるものを一つ選択し、主たるもの以外で当てはまるものがある場合は、一人につき２つまで選択

（単位：人）

44

52

88

184

349

170

178

499

1,018

787

1,031

1,168

2,986

3,856

151

165 519

108

111

123

144

175

209

870

81

9060

37

23

新型コロナウ
イルスの感染

回避
その他

13

16

88

89

84

87

その他
519 499 1,018

（59.7%） （16.7%） （26.4%）

3

4

14 12 189 28 67862

7 80 30 7 -18 436315

7 155 138 2349278

1 3 8 -0 26 6

計

0 8 1 8 2

0

11 154 13

3

学
業
の
不
振

0

教
職
員
と
の
関
係
を
め
ぐ

る
問
題

ク
ラ
ブ
活
動

、
部
活
動
等

へ
の
不
適
応

い
じ
め
を
除
く
友
人
関
係

を
め
ぐ
る
問
題

２年

0 5 8 120

進
路
に
係
る
不
安

左
記
に
該
当
な
し

7

家庭に係る状況

３年 322

無
気
力

、
不
安

い
じ
め

入
学

、
転
編
入
学

、
進
級

時
の
不
適
応

80

本人に係
る状況

1,549 826

263 0

合計 815 0

計 754

中
学
校

１年 169

125

307

0

0 580 333

1860

38

37

うち、出席
日数が１０
日以下

30

0

0

7

2

2

5

うち、出席
日数が０日

0

３年

0

9

22

0

0

計 61

２年 0

0 4

12

3 6 1

14

28 9

546

423

51

 　　　　　　　　                   校種
 項目

小学校 中学校

４年

５年

６年

17

計

病気

（100.0%）

（43.4%）

新型コロナウイルスの感染回避

61

経済的理由

不登校
（14.4%）

1,549

13

165

（19.0%）

870
計

1

病気 経済的理由校種

2

小
学
校

１年 2

（単位：人）

0

（0.0%）

125

（25.3%）

0

（0.0%）

754

（7.0%）

815

（21.1%）

0

（0.0%）

1,674

349184

（6.2%）

2,986

2

（51.9%）

22

49

親
子
の
関
わ
り
方

家
庭
内
の
不
和

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ

、
あ

そ
び

、
非
行

（9.1%）

3,856

0

0

0

（100.0%）（100.0%）

うち、９０日
以上欠席
している

家
庭
の
生
活
環
境
の
急
激

な
変
化

学
校
の
き
ま
り
等
を
め
ぐ

る
問
題

合計

16

1,674

0

51

53

0

0

　　理由

 学年

0

0

不登校

168

20

163

877

2

19

70 12

576

102

5621820

8 8 16

44

20811 234141 135

6210

主たるもの

主たるもの以外

13

34

4

4 1 4

計 0 112 2 12 5 0

0 54

138 26

　　　            　　        区分

             学校種

主たるもの小
学
校 主たるもの以外

学校に係る状況

中
学
校

分区

―　１１　―



（４） 不登校児童生徒への指導結果状況

※表中の右欄（（　）内）は前年度数値

※表中の（　）内は、該当する児童生徒数/不登校児童生徒数×100

（５） 相談・指導等を受けた学校内外の機関等

＊ ＊

4 30

2 6

2 10

0 1

21 284

9 30

2 20

22 458

2 159

17 386

33 373

14 217

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する児童生徒数/不登校児童生徒数×100

※「＊」の欄は，内数として「不登校のうち，９０日以上欠席している者」

⑨

病院、診療所

上記⑧、⑨による相談・指導等を受けていない人数

民間団体、民間施設

⑦ 上記以外の機関等

⑥

上記①～⑦、⑧、⑨による相談・指導等を受けていない人数

上記①～⑦の機関等での相談・指導等を受けていない人数

学校内

⑧ 養護教諭による専門的な指導を受けた人数

4

スクールカウンセラー、相談員等による専門的な相談を受けた人数

学校外

① 教育支援センター（適応指導教室）

②
教育委員会及び教育センター等教育委員会所管の機関
（①を除く）

③ 児童相談所、福祉事務所

⑤

（73.2%）

④ 保健所、精神保健福祉センター

（90 ） 1,549

14

（11.2%）

（16.0%）

47

（3.2%）

77

（61.6%）

20

651

（単位：人）

9

（7.2%）

3

（2.4%）

28

（966 ）

（79.2%）

（1,219 ）

（5.6%）

0

（0.0%）

小学校 中学校

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）

7

 　　　　　　　　                   校種
 項目

指導の結果登校する又はできる
ようになった児童生徒

415 （253 ）

（54 ） 1,134

小学校 中学校

（26.8%） （20.8%）

（36 ）

125

指導中の児童生徒
84

計

（32.8%） （40.0%）

（67.2%） （60.0%）

41

（22.4%）

（37.6%）

75

（60.0%）

52

（41.6%）

56

（3.6%）

7

（0.5%）

44

（2.8%）

（0.1%）

（48.6%）

463

（29.9%）

54

（3.5%）

36

（2.3%）

（42.0%）

356

（23.0%）

　　　　　　　　   　　　　                                   　　　　　　　   　　校種
          区分

926

（59.8%）

313

（20.2%）

753

2

―　１２　―



４　私立高等学校における長期欠席の状況

（１） 長期欠席の状況

※表中の（　）内は、該当する生徒数/長期欠席者数×100

（２） 学年別長期欠席理由

（３） 不登校の要因

※「区分」の回答は主たるものを一つ選択し、主たるもの以外で当てはまるものがある場合は、一人につき２つまで選択

0 0

0 0

00

0

0 00

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

809 1,329

0

単位制

４年以上

0 0

0 0

0

4,484

0

0

40

41

0

1,250

4,443

1

00

217

1,329

新型コロナウ
イルスの感染

回避
その他 合計

（単位：人）

1,594

1,599

634183

241 478

新型コロナウイルスの感染回避
806 3 809

（18.1%） （7.3%） （18.0%）

無
気
力

、
不
安

54

19

26

2

9

4

130

0 0

1 0

0 -

4 6 8計

0 0 0

8

0

0

0 0 0

0

1

00 0

1

0

0 2 0 0

150175 102

1 00 02 0 0 0

101 14 89

6 10 3759

112

22

計 71 41816 13 1782 26

21 49 27 100

40 44 12 53

150

-

116

ク
ラ
ブ
活
動

、
部
活
動
等

へ
の
不
適
応

学
校
の
き
ま
り
等
を
め
ぐ

る
問
題

進
路
に
係
る
不
安

5

36580 10 3 141全
日
制

主たるもの

主たるもの以外 0 14 3

2 87 11

0

137

0

い
じ
め

い
じ
め
を
除
く
友
人
関
係

を
め
ぐ
る
問
題

教
職
員
と
の
関
係
を
め
ぐ

る
問
題

学
業
の
不
振

0

19

5

756

7

全
日
制

計

15 7

0

16

入
学

、
転
編
入
学

、
進
級

時
の
不
適
応

5

1,184

　　　            　　        区分

             学校種

学校に係る状況 家庭に係る状況

単位制

合計 32531,159

定
時
制

0

22

1,143

0

３年

１年

２年

22

00

01

0

0

0

0

１年

　　理由

 学年

計

２年 118450

３年 33

3

329

0

不登校

経済的
理由

364

中退

29

うち、出席
日数が０日

650

計
4,443 41 4,484

（100.0%）

課程

（100.0%） （100.0%）

病気
原級留置

その他
1,329 0 1,329

（29.9%） （0.0%） （29.6%）

不登校
1,162 22 1,184

（26.2%） （53.7%） （26.4%）

（39.0%） （25.8%）

経済的理由
3 0 3

（0.1%） （0.0%） （0.1%）

（単位：人）

 　　　　　　　　                   課程
 項目

全日制 定時制 計

病気
1,143 16 1,159

（25.7%）

3 0

3

169

うち、出席
日数が１０
日以下

うち、９０日
以上欠席
している

325

56320

0

445

430

287

1,162

3

0

0

0

0

0

0

0

0 0

000

382

806

0

2

7

0

0

0

2

本人に係
る状況

左
記
に
該
当
な
し

家
庭
の
生
活
環
境
の
急
激

な
変
化

親
子
の
関
わ
り
方

家
庭
内
の
不
和

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ

、
あ

そ
び

、
非
行

定
時
制

主たるもの 4 6

主たるもの以外 0 0

0

0 0

分区分区

―　１３　―



（４） 不登校生徒への指導結果状況

※表中の右欄（（　）内）は前年度数値

※表中の（　）内は、該当する生徒数/不登校生徒数×100

（５） 相談・指導等を受けた学校内外の機関等

＊ ＊

3 0

1 0

1 0

1 0

50 0

1 0

0 0

56 0

17 7

25 0

67 0

50 7

21 0

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する生徒数/不登校生徒数×100

※「＊」の欄は、内数として「不登校のうち，９０日以上欠席している者」

上記①～⑦、⑧、⑨による相談・指導等を受けていない人数

学校外

不明

（0.0%）

上記①～⑦の機関等での相談・指導等を受けていない人数

学校内

⑧ 養護教諭による専門的な指導を受けた人数

⑨ スクールカウンセラー、相談員等による専門的な相談を受けた人数
485

（41.7%）

上記⑧、⑨による相談・指導等を受けていない人数

⑥ 民間団体、民間施設
（0.6%）

0

（0.0%）

⑦ 上記以外の機関等
18

（1.5%）

0

④ 保健所、精神保健福祉センター
0

（0.0%）

⑤ 病院、診療所
2

（9.1%）

定時制

① 教育支援センター（適応指導教室）

③ 児童相談所、福祉事務所

②
教育委員会及び教育センター等教育委員会所管の機関
（①を除く） （0.3%）

21

計
1,162 （872 ） 22 （27 ）

（100.0%）（100.0%） （100.0%） （100.0%）

（68.2%） （100.0%）
指導中の生徒

629 （535 ） 15 （27 ）

（単位：人）

 　　　　　　　　                   課程
 項目

全日制 定時制

指導の結果登校する又はできる
ようになった生徒

533 （337 ） 7

（38.6%） （31.8%）

（0 ）

（45.9%）

　　　　　　　　   　　　　                                   　　　　　　　   　　校種
          区分

30

（2.6%）

3

全日制

（54.1%） （61.4%）

（0.0%）

（1.8%）

2

（0.2%）

285

（24.5%）

7

603

（51.9%）

196

（16.9%）

241

（20.7%）

574

（49.4%）

293

（25.2%）

0

（0.0%）

0

（0.0%）

0

（0.0%）

9

（40.9%）

11

（50.0%）

0

（0.0%）

4

（18.2%）

18

（81.8%）

5

（22.7%）

―　１４　―



５　私立高等学校における中途退学者数等の状況

(１） 退学者数

※生徒数は令和３年４月１日現在

※表中の（　）内は前年度数値

（２） 退学者の理由別・学年別内訳

【全日制】

※退学者一人につき主たる理由を一つ選択したもの。

※表中の（　）内は、該当する生徒数/退学者数×100

1.1% 1.9% 2.1% 1.6% 0.4% 1.4%退学率 2.1% 1.6% 0.4% 1.4% 2.6%

2,036 5,855 57,488 56,815 56,354 170,657

（単位:人）

普通科 専門学科 計

計

生徒数 55,730 54,754 54,318 164,802

6,789

230

3.4%

180,739

2,686

1.5%

3.5%

8,927 （8,843）

305 （153）

3.4% （1.7%）

3.0%

863

14

1.6%

6,178

219

通信制

974

45

4.6%

912

27

1,155 （1,150）

16 （16）

1.4% （1.4%）

189

1

0.5%

611

11

1.8%

184

3

1.6%

171

1

0.6%

単位制

 生徒数 ― ―

 退学者数 ― ―

 退学率 ― ―

　     学科等
　理由

学業不振

学校生活・
学業不適応

進路変更

病気・けが・死亡

家庭の事情

問題行動等

その他

経済的理由

１年

（8.4%）

197

（58.1%）

（8.5%） （6.2%）

1,758 2,061

2.2%

（2.4%） （1.3%）

48

（1.2%）

63

（4.4%）

（4.4%）

185 2

３年

（4.5%）

２年 ３年 １年 ２年

（2.2%）

定時制

（10.9%）

（10.9%）

計

（3.5%）

（30.4%） （13.3%） （13.6%） （20.4%）

4

（5.5%） （6.6%）

（0.3%） （0.4%）

48

3 1

15

（59.7%）

１年 ３年

（20.6%）

（45.7%） （68.9%） （59.1%） （57.5%） （57.6%）（66.4%）

（14.1%） （19.6%）

180

（8.2%） （8.3%） （6.0%）

463

（19.7%）

（4.0%）

111 3

（4.9%） （0.0%） （4.4%） （4.5%）

1 48

（5.5%） （6.5%） （4.8%）

11416

（60.2%） （65.7%）

50

（8.0%） （3.7%） （2.5%）

（1.4%）

179

（0.4%）（0.0%） （0.0%）

（9.1%） （8.0%）

2

（0.4%） （0.3%）

（2.0%）（9.1%）

（3.3%）

2,365248

77

（1.0%） （3.6%）

（2.6%） （1.6%）

計

（8.0%）

72

（1.5%）

35

（0.4%）

（3.0%）

（59.5%）

9

（38.7%）

1

5

9

4

23

9

（10.5%）

24

3

（100.0%）

98

248

15

35

916

1,406

（50.8%）

189

163

（単位:人）

1.6%

57,406

合計

58,646

1,249

2.1%

57,898

944

1,758

専門学科

46

2.6%

5,855 （6,276）

2,061

45

2.2%

2,03654,318

164,802

2,252

1.4%

（165,314）

（1,591）

（1.0%）

0.4%

226 退学者数

 生徒数

 退学者数

普通科

55,730

1,155

2.1%

54,754

871

1.6%

２年

３年

 退学率

 生徒数

 退学者数

 退学率

 生徒数

 退学者数

 生徒数

 退学率

671

49

（4.2%）

（1.0%）

（20.3%）

39

（4.2%）

（0.4%）

（3.4%）

5

計

 退学率

　　　　　  　学科等
  学年

74

23234 174 32 14

１年

520 150 21

6

31

（19.5%）（20.0%） （14.2%）

1,341

0.5%

440

113 （101）

65

3

1.9% （1.6%）

69213

0

2

22

1.1%

（0.4%） （0.0%）

0 0

1

（59.5%）

263

9

9 0

2

14

（2.7%）

計

（8.2%） （4.4%）

12 7 7 5 2

（2.8%）

26

77

21 3 5

（0.8%） （3.1%）

（51.3%） （38.7%） （10.0%） （40.7%） （39.8%）

1,155 871 46 45226

（100.0%） （100.0%）（19.5%）

（0.0%）

11322

（0.0%）

2,252

（0.0%）（3.4%）（2.8%） （1.8%）

49

1,201

0024 4 0

（4.1%）（0.0%）

5

44

551

２年

76

（0.0%）

2

0

0

―　  １５　―



（２） 退学者の理由別・学年別内訳　（続き）

【定時制/通信制】

※退学者一人につき主たる理由を一つ選択したもの。

※表中の（　）内は、該当する生徒数/退学者数×100

（３） 原級留置者の状況

※生徒数は令和３年４月１日現在

※表中の（　）内は前年度数値

６　私立小学校、中学校及び高等学校における自殺の状況

３年 計

39

（12.1%）

321

（100.0%）

0

（0.0%）

2

（13.3%）

3.2%

5

（1.6%）

19

（5.9%）

8

（2.5%）

1.4%

31

（9.7%）

62

（19.3%）

131

（40.8%）

26

（8.1%）

10,082

15

（4.7%）

0

（0.0%）

0

（0.0%）

4

（26.7%）

19

（39.6%）

0

0

1

（6.7%）

3

（20.0%）

5

（33.3%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（4.6%）

863

（20.0%）

（39.0%）

（8.2%）

（1.6%）

305

4.6%

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（8.9%）

912

0

（0.0%）

（6.7%）

0

（0.0%）

45

3.4%

0

（0.0%）

1

（6.3%）

12

（75.0%）

（13.9%）

230

（71.7%）

（2.2%）

8

（3.5%）

8

（3.5%）

32

611 6,178 6,789

（100.0%） （14.8%）

974 8,927 1,052

（18.3%）

95

（41.3%）

26

（11.3%）

5

（18.7%）

（40.2%）

（11.4%）

（2.3%）

219

0

（6.3%）

1

（6.3%）

0

1

（9.1%）

0

0

（0.0%）

（9.1%）

0

（0.0%）

1

（9.1%）

7

（63.6%）

28

（8.7%）

1,083

2.6%

単位制

通信制 計

14

（6.1%）

42

4

（14.3%）

0

（0.0%）

2

（7.1%）

12

（42.9%）

0

（0.0%）

0

（0.0%）

２年

4

（14.3%）

6

（21.4%）

（25.0%）

11

（22.9%）

 原級留置率 ― ― 0.2% 0.1%

6,178

 原級留置者数 ― ― 1 5 6

0.1%

0.2% （5.7%）

6,789

0.1%

0.6%

（1,150）

計

 生徒数

0.1%

227

180,739

0.1%

197 （219） （8）

863 57,406

5 31

(0)

単位制

 生徒数 ― ― 611

103

0.3% 0.2%

912 57,898

4 87

3

0.4% 0.2%

通信制

１年

3.0% 1.6%

（6.3%）

48

（15.0%）

1,158

4.1%

11

（24.4%）

0

（0.0%）

（0.0%）

0

（0.0%）

3

（6.3%）

（18.8%）

171

3.4%

（71.8%） （100.0%）

1.6% 0.6% 0.5% 1.8% 1.4%

（6.3%）

184

合計

974 58,646

3 1 1 11 16

0 0 0

0 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%）

0 1

（0.0%）

1 1

3.5%

1,155

1

（9.1%）

（68.8%）

（3.2%）

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

0 0 0

（0.0%） （0.0%）

0 0 0

（0.0%）

（33.3%）

0 0 0

（100.0%） （33.3%）

3 1 1

（0.0%） （0.0%） （0.0%）

0 0 0

0 0 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%）

定時制

１年 ２年 ３年 単位制 計

退学率

生徒数 189

27 14

382 2 31

（6.3%）

3
その他

3

（0.0%） （14.2%） （12.5%）（0.0%） （0.0%） （0.0%） （6.3%）

（2.3%）（0.0%） （0.0%） （0.0%）

7 70 0
問題行動等

17 （317）

8,927 （9,220）

計

（0.0%）（6.7%）

1

164,802

家庭の事情
3

（0.0%） （3.7%） （6.2%）（0.0%） （0.0%） （0.0%）

50 0

194 4 8

病気・けが・死亡

経済的理由

（35.6%）

11 4 88
進路変更

（0.0%） （0.0%）

5

119

250 0 25

16

613 416学校生活・
学業不適応

（0.0%） （0.0%） （6.4%） （10.2%）（26.7%）

14 314 1 12

３年 単位制 計

学業不振
12

２年

（0.3%）

（単位:人）

　　     学科等
　理由 １年

 原級留置率 0.1% （0.1%）

（165,314） 5,855 （6,276） 1,155

 原級留置者数

0.2% （0.1%）

12

1 0

 原級留置率 0.0% 0.0% 0.0%

0.1% 0.4% 0.0%

３年

 生徒数 54,318 2,036 189

 原級留置者数 25

２年

 生徒数 54,754 2,061 171

 原級留置者数 75 8 0

 原級留置率

 原級留置者数 97 3 0

 原級留置率 0.2% 0.2% 0.0%

（単位:人）

　　　　　　学科等
  学年

普通科 専門学科 定時制

１年

 生徒数 55,730 1,758 184

計 12

校種

小学校

中学校

高等学校

人数

0

3

9
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